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このままでは将来、杉並木の景観が失われてしまいます･･･

並木杉が植えられた当時と比べ、周辺環境は大きく変わり、生育環境は悪化の一途を辿ってきました。

近代化に伴う開発による根の切断、交通事情の変化により車両通行が増加した事による排気ガスや

震動などにより、並木杉の樹勢は低下、時折発生する自然災害による被害もあり、結果として並木杉は

年々その数を減らしてきています。※台帳を作った昭和36年当時と比較すると約4,400本が減少

現在は保護活動の成果もあり減少のペースは緩やかになっているものの、依然として倒木や枯損は発

生しており、このままでは将来的に杉並木の景観が失われてしまうおそれがあります。

日光杉並木街道の成り立ち

日光杉並木街道の誕生は、今から400年前。

德川家３代に仕え、家康公にも重用された松平正綱が、

家康公の33回忌にあたり、その恩に報いるため、親子2代

で日光東照宮への参道となる３つの街道に杉を植え、

寄進した事が始まりと言われています。

植えられた杉は、今も私たちに荘厳な姿を見せてくれています。

杉並木を次の世代につなげていくために

日光杉並木街道の美しい景観を守っていくには、これまでの保護対策のような数を減らさないように

する取組に加え、減少した並木杉を補植などにより補っていく取組が必要となってきます。

このため、植樹400年という大きな節目を迎えたこの機会に、世界に誇る日光杉並木を次の100年

先まで守り、つないでいけるよう、関係者とともに後継木対策に取り組んでいくこととしました。

新しく植える杉が並木杉のように育っていくよう、計画的、継続的に対策を進めていくには、関係者だけ

でなく、多くの方の協力が必要となります。ぜひ皆さまの御支援をお願いいたします。


